
中学校３年生の保護者の皆さんへ              令和８年９月 1１日 

令和８年度全国学力･学習状況調査結果（湖西市） 

湖西市教育委員会 

７月に、文部科学省は４月に実施した全国学力・学習状況調査の結果を公表しました。

調査結果について、全国の正答率と併せて、湖西市の子どもたちの様子をお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

◆目 的  児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育指導の充実や学習状況

の改善等に役立てる。 

◆実 施 日  令和８年４月２３日 

◆実施対象  中学３年生 

◆調査内容  ・教科調査（国語、数学、英語） 

・生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

２ 結果の概要（全国との比較） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○よいところ  

教科  質問紙 

国語 ◎ 国語への関心等 〇 

数学 ◎ 数学への関心等 ◎ 

英語 ○ 英語への関心等 ◎ 

 

規則正しい生活 ○ 

自分に関すること ◎ 

社会性に関すること ◎ 

学習に関すること ◎ 

教

科 

問題 

番号 

内容・領域 
問題の概要 出題の趣旨 

正答率 

（市） 
全国との比較 

国 

 

語 

１三 

 

 

３二 

 

 

 

４一 

言語 

 

 
書くこと 

 

 

 

読むこと 

 

・「ら抜き言葉」であるも

のを選択する。 

 

・気持ちがより伝わるよ

うに、表現を工夫して

書く。 

 

・文章全体を三つに分け

て整理したものとして

適切なものを選択す

る。 

・単語の活用について

理解しているかを

みる。 

・表現の効果を考えて

描写することがで

きるかどうかをみ

る。 

・文章の中心的な部分

と付加的な部分に

ついて叙述を基に

捉えることができ

る。 

 

 

 

 

 

86.2 

 

 

94.6 

 

 

 

75.7 

◎ 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

教科に関すること 

◎＝全国平均を上回る（＋１.1 以上） 

○＝全国平均とほぼ同じ（±１.0 以内）  

△＝全国平均を下回る（－１.1 以下） 

◎＝全国平均を上回る（＋0.5 以上） 

○＝全国平均とほぼ同じ（±0.4 以内）  

△＝全国平均を下回る（－0.5 以下） 



△もう少しがんばりたいところ 

教

科 

問題 

番号 

内容・領域 
問題の概要 出題の趣旨 

正答率 

（市） 
全国との比較 

 

 

 

 

数 

 

学 

 

 

 

 

6(1) 

 

 

 

7(1) 

 

 

 

 

9(2) 

 

 

 

数と式 

 

 

 

関数 

 

 

 

 

データの 

活用 

・選んだ２数が３と６の

ときについて、陸斗さ

んの予想が成り立つこ

とを示す式を書く。 

・動画の時間とデータ量

の関係を表すグラフに

おいて、点Ｃの座標を

書く。 

 

・学年別の睡眠時間につ

いて、学年別睡眠時間

の箱ひげ図から読み取

れることとして正しい

ものを選ぶ。 

・問題場面における考

察の対象を明確に

捉えているかどう

かをみる。 

・与えられた表やグラ

フから、必要な情報

を適切に読み取る

ことができるかど

うかをみる。 

・箱ひげ図と四分位数

の対応について理

解しているかどう

かをみる。 

78.2 

 

 

 

79.9 

 

 

 

 

81.2 

◎ 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

英 

 

語 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

11 

(①) 

 

読むこと 

 

 

 

 

 

 

 

読むこと 

 

 

 

 

書くこと 

・文章を読み、グラフの

空所に入る学校行事を

選択する。 

 

 

 

 

 

・誕生日パーティーに関

するメールを読み、最

も適切な時刻を選択す

る。 

 

・与えらえた情報に基づ

いて、留学生の昨日の

出来事を説明する英文

を書く。 

・音声や語彙、文法、

言語の動きなどの

知識を、読むことに

よる実際のコミュ

ニケーションにお

いて活用できる技

能を身に付けてい

るかどうかをみる。 

・日常的な話題につい

て、目的に応じて、

必要な情報を読み

取ることができる

かどうかをみる。 

・音声や語彙、表現、

文法、言語の動きな

どの知識を、書くこ

とによる実際のコ

ミュニケーション

において活用でき

る技能を身に付け

ているかどうかを

みる。 

73.3 

 

 

 

 

 

 

 

81.0 

 

 

 

 

62.3 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

教

科 

問題 

番号 

内容・領域 
問題の概要 出題の趣旨 

正答率 

（市） 
全国との比較 

国 

 

語 

3一 

 

 

 

 

4二 

 

言語 

 

 

 

 
言語 

 

・文書作成ソフトに表示さ

れた意味と用例を参考

にして、漢字を書き、漢

字の組み合わせとして

適切なものを選択する。 

・国語辞典を参考にして、

「ほうふつとさせる」と

・文脈に即して正しく

漢字を書き、語句を

文章の中で使うこと

ができるかどうかを

みる。 

・語句の辞書的な意味

を踏まえ、文脈上の

42.3 

 

 

 

 

38.9 

 

◎ 

 

 

 

 

◎ 

 



 

 

 

４四 

 

 

 

 
読むこと 

 

同じような内容を表す

別の表現を文章中から

抜き出す。 

・二つの例文を比べなが

ら、擬態語「きっぱり」

が表している具体的な

様子と擬態語の効果を

書く。 

意味を捉えることが

できるかどうかをみ

る。 

・文章を読んで理解し

たことに基づいて、

自分の考えを確かな

ものにすることがで

きるかどうかをみ

る。 

 

 

 

43.1 

 

 

 

◎ 

 

 

 

数 

 

学 

 

 

 

 

 

7(2) 

 

 

 

 

 

8(3) 

 

 

 

9(3) 

 

 

 

 

関数 

 

 

 

 

 

図形 

 

 

 

データの

活用 

 

 

 

・データ量が 1000MBに

なるときの動画の時間

がおよそ何秒になるか

を求める方法を説明す

る。 

 

・図において、証明する事

柄における仮定となる

辺や角の関係を選ぶ。 

 

・「就寝時間が 23時より

前の生徒と比べて、23

時以降の生徒の方が睡

眠時間が短い傾向にあ

る」と主張できる理由

を、悠真さんが調べたこ

との二つの度数分布多

角形の形と位置を比較

して説明する。 

・数学的に表現したこ

とを事象に即して解

釈し、問題解決の方

法を数学的に説明す

ることができるかど

うかをみる。 

・具体的な事象を基に、

証明する事柄の仮定

を見いだすことがで

きるかどうかをみ

る。 

・データの傾向を的確

に捉え、判断の理由

を度数分布多角形の

特徴を基に説明する

ことができるかどう

かをみる。 

34.3 

 

 

 

 

 

38.5 

 

 

 

33.9 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

◎ 

英 

 

語 

4 

 

 

 

 

10 

(2) 

 

 

 

 

14 

 

聞くこと 

 

 

 

 

書くこと 

 

 

 

 

 

書くこと 

 

 

・職場体験についての発表

を聞き、その後に示され

る３枚の絵を体験した

順になるように選択す

る。 

・インターネットの使用に

関して読んだことにつ

いて、考えとその理由を

書く。 

 

 

・学校で普段行うことを１

つ取り上げ、それについ

ての説明を書く。 

 

 

 

 

 

・日常的な話題につい

て、話を聞き、概要

を捉えることができ

るかどうかをみる。 

 

・社会的な話題につい

て、短い文章を読み、

要点を捉え、考えと

その理由を書くこと

ができるかどうかを

みる。 

・日常的な話題につい

て、事実や自分の考

え、気持ちなどを整

理し、まとまりのあ

る文章を書くことが

できるかどうかをみ

る。 

39.3 

 

 

 

 

24.6 

 

 

 

 

 

33.3 

 

△ 

 

 

 

 

△ 

 

 

 

 

 

◎ 

 



◆成果と課題 

国語、数学は全国平均を上回り、英語は全国平均とほぼ同水準という結果でした。 

・国語：「話すこと・聞くこと」「書くこと」「読むこと」のほぼ全ての内容で全国より

正答率が高い結果となりました。しかし、単純正答率で見ると、「知識・技能」

にあたる「言葉の特徴や使い方に関する事項」に少し課題があることが分かり

ます。「日頃から本を読む」「自分の考えをまとめて書く」などの取組みを通し

て語彙力を高め、適切な表現力を身に付けていく必要があると感じました。 

・数学：国語と同様に、ほぼ全ての内容で全国平均を上回る正答率となりました。しか

し、数学的な表現を用いて説明する記述式の問題では、全国同様正答率が低く、

課題のある生徒が多いことが分かりました。 

・英語：「聞くこと」「読むこと」の２領域の多くの内容で、正答率が全国平均を上回っ

ていました。しかし、「書くこと」において、全国平均を下回る正答率となっ

た問題がいくつかありました。英語の書く力を伸ばすために、英文の正しい構

造を覚える取り組みとアウトプットの機会を意図的に設定していく必要性を

感じました。 

◆今後の取り組み 湖西市では、各学校で６月までに「振り返り」を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

★国語★ 

・幅広く情報を収集し、語感を磨き語彙を豊かにするよう、新聞を読んだり読書した

りする活動を多く設定する。 

・言葉の役割と照らし合わせ、文法を学習し、それを基に文章を組み立てるように意

識させる課題に取り組ませる。 

★数学★ 

・基本的な問題に対応するための小テストを繰り返し行う。長文の問題に対して、補

助説明を加えながら、問題に取り組ませ抵抗なく取り組めるようにしていきたい。 

・用語など基本的事項の学習時は、言葉だけでなく具体的な例を使って説明する。ま

た、定着させるために、家庭で繰り返し学習するよう推奨する。 

 ★英語★ 

  ・アウトプットを重視し、ペア・グループワーク活動を多く取り入れる。その中で文

法をルールとして覚えるだけでなく、記憶の定着率を飛躍的に高めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

○授業の中で問題の振り返りを行い、問題の読解や設問内容を確認した。また、類似問題

を復習として解いた。 

○授業の中で、その時間の学習内容にかかわりがある、正答率の低い問題や共通の誤答の

多い問題、無答の多い問題を授業で取り上げ説明した。 

〇教員間でテストに関わりのある単元を確認し、指導方法について検討した。 

今回の調査結果をもとに、それぞれの学校における実態を再度把握し、さらに授業改

善を進めていきます。 

湖西市全体としては、その中で、特にタブレットを用いたＩＣＴ教育の充実を図りた

いと考えています。タブレットを用いた協働学習には、「自分の考えを視覚化して共有

できる点」「他者の意見をリアルタイムで比較できる点」そして「全員が主役となって

議論に参加できる点」に大きなメリットがあります。それらはより高次な問題でも必要

とされる「論理的思考力」や「多角的なアプローチ力」にもつながっていきます。思考

や対話を促す声かけや学びの場をデザインする工夫を心がけ、より効果的に国語、算数

の力を育む取り組みを目指していきます。 



 

                           

質問紙には、「家庭や学校の生活について」「学校での学習について」等、合計 73 の項

目の質問がありました。湖西市の子どもたちのよいところを紹介します。 

            湖西市教育委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査に関すること 

 毎日朝食を摂り、十分な睡眠と休

養を習慣付けることで、集中力が高

まります。 

学校やそれ以外での活動等で大

変かと思います。家族で帰宅後の時

間の使い方を決め、メリハリのある

生活が送れるよう、引き続き声掛け

や見届けをお願いします。 

向社会性(他者や社会全体に利益 
や恩恵をもたらすような、思いやり
や協力に基づく性質)に関する項目全
てで、全国平均を上回っています。
友達だけでなく地域との関わりの中
で、社会性が培われていることが伺
えます。 
家庭、学校、地域の大人が、いつ

も温かく見守ってくれているという
安心感は、生徒の自己肯定感を高め
ます。様々なことに挑戦し、成功と
失敗を経験しながら、しなやかなで
ねばり強い人に成長してほしいと思
います。 

学校は、色々な人との関りについて

学ぶ場でもあります。中学生という多

感な時期は、困りごとや不安で悩むこ

ともあると思います。一人で抱え込ま

ず、まわりの友達や大人に相談してみ

よう、というメッセージを学校からも

伝えていきます。そうした生活の中

で、安心して過ごせるよう、また自分

のよさに気付けるよう、学校とご家庭

で、引き続き連携を図っていきましょ

う。 

 主体的・対話的で深い学びに関す

る項目全てで、全国平均を上回って

います。特に、「学級の友達と話し

合うことで考えを深めたり、新たな

考えに気付いたりする」項目結果か

ら、学校での授業改善の効果が表れ

ていることが伺えます。 

引き続き、生徒自身が考えを深

化・発展できる授業づくりに取り組

んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校でも、お子様の高い協調性と探究心を生かした授業や学級づくりを進めてまいります。学校

とご家庭とで連携をしながらよりよい生き方のできる生徒に育っていってほしいと願っておりま

す。                                    

 

調査問題や正答例を詳しく見たい方はこちらからどうぞ 

全国学力・学習状況調査 質問紙結果の振り返りと 
ご家庭でさらに力を伸ばすポイント 

 
 
今回の調査では、静岡県の分析として「子どもたちが夢をもって

いるか」が話題になりました。湖西市の子どもたちの集計値は全
国・県の値を上回っています。また、自己肯定感については、８
割近くの子どもたちが自分のよさを認めています。自信は、子ど
もたちの成長につながります。学校・家庭・地域、それぞれの場
でその自信を育むことが大切です。 
  

今回のアンケートでは、すべての項目で非常に優秀な結果となりました。自分

を認め、周囲と協力しながら、自ら深く学ぶ姿勢を身に付けている生徒が、湖

西市には多くいます。ご家庭でのこれまでの温かい関わりの賜物です。この「基

盤」を活かし、それぞれの力をさらに伸ばす関わりを、ご家庭でお願いできた

らと考えております。 

・時間の使い方を任せる：スケジュール管理を本

人に委ねることで、自分で時間をコントロール

する感覚を養う。 

・質の高いリフレッシュ：頑張り屋なお子様だか

らこそ、「ボーっとする時間」や趣味などに熱

中する時間を作るなど、切り替えも大切にさせ

る。 

・イベントの企画者に：家族旅行の行程や家族の

イベント企画を任すことで、「皆が楽しめるた

めにどのような配慮をすればよいのか」を考

え、実践する。 

・多様な人と触れ合う：地域の行事や異年齢との

交流など、価値観の異なる人と協力する体験を

通じて、傾聴力、合意形成力、客観的な視野を

獲得する。 

生活習慣を「セルフマネジメント」へ 向社会性を「リーダーシップ」へ 

・少し高めのハードル：得意なことだけでなく、

新しい挑戦（検定や進路の実現等）で「乗り越

える体験」を積む。 

・試行錯誤のプロセスを承認：結果だけでなく「途

中で工夫したこと」「挑戦した姿勢」を褒め、

しなやかな強さを育む。 

 

・体験（本物）とつなぐ：興味を持ったテーマに

関する「本物」に引き合わせ、さらに探究心を

高める。 

・教える体験を作る：「今日分かったことをお父

さん/お母さんに５分で教える」時間を作り、

アウトプットすることで要約力を高めると共

に、自分の考えや分からないことをはっきりさ

せ、次を知りたいという探究心を強める。 

自己有用感を「レジリエンス」に 主体的・対話的で深い学びを「探究」へ 


